
１　

地
域
農
業
の
現
状

　

本
県
で
は
、
柑
橘
類
を
は
じ
め
野
菜
、
米
、
畜

産
物
な
ど
多
彩
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

農
業
が
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
と
し
て
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
を
中

心
に
広
が
る
農
村
は
、
自
然
と
調
和
し
た
豊
か
な

文
化
を
育
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
、
経
済
・
社
会

両
面
に
お
け
る
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い
け

る
よ
う
振
興
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
よ
る
生
産

基
盤
の
ぜ
い
弱
化
に
加
え
、
産
地
間
競
争
の
激
化

に
伴
う
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
、
国
内
の
農

業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
県
の
農
業
集
落
（
農
家
が
お

り
、
農
地
が
あ
る
集
落
）
は
２
，
９
２
７
あ
り
、
そ

の
担
い
手
は
、
認
定
農
業
者
が
中
心
と
な
る
集
落

が
９
１
０
（
31
％
）、
集
落
営
農
組
織
が
中
心
と
な

る
集
落
が
１
，
１
５
９
（
40
％
）、
い
ず
れ
も
困
難

な
集
落
が
８
５
８
（
29
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
昭
和
一
ケ
タ
世
代
の
リ
タ
イ
ア
等
か
ら
農
業

者
の
減
少
が
急
速
に
進
み
、
一
層
の
担
い
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
農
業
集
落
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
個
々
の
農
業
者
は
も
と
よ
り
、
複

数
の
農
業
者
に
よ
る
集
落
営
農
組
織
の
確
保
・
育

成
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

２　

集
落
営
農
組
織
の
状
況

　

本
県
の
集
落
営
農
組
織
（
Ｈ
24
・
３
現
在
）
は
、

２
１
６
組
織
設
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、

品
目
別
で
は
水
田
関
係
１
８
６
（
86
％
）、
果
樹
14

（
６
％
）、
そ
の
他
16
（
８
％
）、
形
態
別
で
は
法
人

化
さ
れ
て
い
る
組
織
が
56
（
26
％
）、
任
意
の
組
織

が
１
６
０
（
74
％
）、
ま
た
、
地
域
別
で
は
東
予
77

（
36
％
）、
中
予
44
（
20
％
）、
南
予
95
（
44
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
集
落
営
農
組
織
が
行
う
農
業
経
営
や

農
作
業
受
託
、
機
械
の
共
同
利
用
に
よ
る
受
益
集

落
数
は
１
，
０
６
２
あ
り
、
全
農
業
集
落
の
36
％

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
機
械
化
が
進
ん
で
い
る

水
田
地
域
が
主
体
で
、
果
樹
や
野
菜
等
が
中
心
の

中
山
間
地
域
で
は
組
織
化
が
遅
れ
て
い
る
。

３　

集
落
営
農
の
推
進

(

１)

集
落
営
農
の
必
要
性
（
メ
リ
ッ
ト
）

　

集
落
営
農
は
、
集
落
の
構
成
員
自
ら
が
農
業
経

営
や
農
作
業
等
を
請
け
負
い
、
地
域
の
農
業
を
維

持
し
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
農
地

の
面
的
な
利
用
集
積
や
機
械
の
共
同
利
用
等
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
は
も
と
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
防

止
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の
確
保
、
集
落
内
の
連
帯

感
の
醸
成
等
に
よ
る
集
落
機
能
の
維
持
に
も
有
効

で
あ
る
。
特
に
、
担
い
手
と
な
る
農
業
者
が
不
足

す
る
地
域
で
組
織
化
さ
れ
、
さ
ら
に
法
人
化
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営

体
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(

２)

集
落
営
農
の
推
進
施
策

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
普
及
組
織
を
中
心
に
市

町
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
農
業
者
の
合
意
形
成
に
よ

る
集
落
営
農
組
織
の
設
立
・
法
人
化
、
農
地
の
集

積
と
と
も
に
、
規
模
拡
大
に
必
要
な
農
業
機
械
の

整
備
等
の
支
援
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
、
国
が
推
進
す
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
併
せ
、
新
た
に

県
単
独
の
「
集
落
営
農
育
成
強
化
対
策
事
業
」
を

創
設
し
、
既
存
組
織
の
経
営
力
強
化
を
は
じ
め
、

Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
等
の
新
た
な
組
織
の
立
ち
上

げ
や
、
経
営
発
展
に
必
要
な
農
業
機
械
の
整
備
な

ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
地
域
農
業

の
担
い
手
と
な
る
集
落
営
農
組
織
の
育
成
・
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

４　

集
落
営
農
へ
の
期
待

　

集
落
営
農
は
、
担
い
手
が
不
足
す
る
地
域
で
農

業
・
農
地
を
守
る
た
め
機
械
の
共
同
利
用
や
作
業

受
託
等
を
目
的
に
組
織
化
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、
集
落
が
一
致
団
結
し
て
農
地
を
集
積
す
る
こ

と
に
よ
り
効
率
的
な
農
業
を
実
践
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
収
益
性
の
高
い
新
規
作
物
の
導
入
や
農

産
物
加
工
、
直
接
販
売
な
ど
の
６
次
産
業
化
、
法

人
化
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
儲
か
る
農
業
へ
と
脱

皮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
で
は
、
農

地
の
受
け
皿
と
し
て
耕
作
放
棄
地
の
防
止
活
動
の

主
体
に
な
る
ほ
か
、
伝
統
文
化
や
行
事
な
ど
の
地

域
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
将
来
の

地
域
農
業
・
農
村
を
支
え
る
経
営
体
と
し
て
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。
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集
落
の
現
状

県
の
支
援

担い手が
存在している集落

＋

●JA出資法人の設立支援
●農外企業の新規参入支援

●農業用機
　械・施設
　の整備

県下の対象農業
集落数2,927集落

担い手が
不足している集落

●集落合意形成
●経営点検・経営強化計画作成
●新規作物、新技術の導入・実証試験
●リーダー等の人材育成

育成強化支援事業【ソフト】 JA法人等設立
支援事業【ソフト】

認定農業者
経営改善
支援事業

目
指
す
べ
き
方
向

認定農業者の
経営改善
規模拡大
経営多角化

既存組織の
経営力の強化

法人化　経営の見直し
規模拡大　経営多角化

新たな
集落営農
組織の設立
集落営農組織の
設立

多様な
担い手組織の育成
JA 出資型法人の
設立、農業経営
企業の農業参入

集落営農育成
強化対策事業

集落営農組織が中心 認定農業者・集落営農
組織が存在しない

認定農業者が中心

910集落

78集落 858集落

1,081集落 936集落

普
及
組
織
に
よ
る
重
点
的
支
援

地域農業の維持・発展

●農業用機械・施設の整備経営発展条件整備事業【ハード】

【愛媛県における担い手づくり】

【県下の農業集落の実態】

●認定農業者が中心となる集落  ……… 910集落（全体の31％）
H19年度から59集落（2％）増加

●集落営農組織が中心となる集落……1,159集落（全体の40％）
H19年度から140集落（4％）減少

●いずれも困難な集落  ………………… 858集落（全体の29％）
H19年度から84集落（3％）増加

今後の
集落の
担い手

認定農業者が中心 集落営農組織が中心 認定農業者・
集落営農組織とも

確保困難
計既に中心と

なっている
今後、

中心となる
既に中心と
なっている

今後、
中心となる

新たな
組織を設立

集落数
751 159 682 399 78

858 2,927
910 1,159　　　

割　合 31.1％ 39.6％　　　 29.3％ 100％
担い手が
存在しない
集落:936

2012.105


